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６
月
24
日
（
木
）、
台
湾
・
財
団
法

人
中
央
畜
産
会
（
以
下
「
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
」

と
い
う
）
と
の
定
期
情
報
交
換
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
、
平
成
３
年
に
Ｎ
Ａ
Ｉ

Ｆ
の
前
身
で
あ
る
台
湾
区
肉
品
発
展
基

金
会
と
定
期
的
に
畜
産
に
関
す
る
情
報

交
換
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た

の
が
は
じ
ま
り
で
す
。
平
成
９
年
に
台

湾
で
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
た
め
、

開
催
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
平
成
22
年

に
再
開
し
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
て
開
催
を

見
合
わ
せ
た
も
の
の
、
今
回
初
め
て

w
e
b
形
式
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
林
董
事
長

と
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
の
佐
藤
理
事
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
双
方
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
畜
産
物
の
生
産
、

流
通
及
び
消
費
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
今
回
も
貴
重

な
情
報
交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
か
ら
の
主
な
説
明
内
容
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

会
議
の
最
後
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
と

ａ
ｌ
ｉ
ｃ
と
の
間
で
、
引
き
続
き
交
流

を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
、
改
め
て
友

好
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
次
回
は
来

年
、
台
北
で
開
催
予
定
で
す
。

台
湾
・
中
央
畜
産
会
と
の
定
期
情
報
交
換
会
議
の

開
催
に
つ
い
て

台北と東京をオンラインで結んだweb 会議を開催しました。

台湾・中央畜産会（NAIF：National Animal Industry Foundation）
　平成 11 年に、台湾の畜産の持続的発展を促すことを目的として、alicを参考にして設立。台湾における畜産物の情報収集提供、検疫、有機認証、
食肉の消費拡大、家畜改良、家畜衛生管理など、畜産に関する業務を担っている。

・ 昨年は世界の流行初期に検疫を厳格化し、感染者数の増加が抑えられたが、今年5月初旬から急増。
5月 19 日以降、全土警戒レベルを 4段階中の第 3段階まで引き上げたことにより移動制限や休業
要請、休校などの措置が続き、巣ごもり需要が増加。
・ 従来、食材は雑貨店などの小型店舗での調達が主流であったが、現在はスーパーマーケットなどの
大型店舗での一括購入の動きが目立ってきている。
・ 自給率の高い台湾産豚肉は、従来の小型店舗での購買が盛んとなり、卸売価格が上昇。家きん肉も
購入量が増加。牛乳・乳製品は、ネット販売や宅配が拡大。鶏卵は、学校給食や外食などの需要が
減少したが、まとめ買い推奨により大型店舗での購入量が急増。
・ 政府としては、余剰となった畜産物などについて、フードバンクや給食などでの利用促進、台湾内
外での販売促進、輸出販路の開拓などの取組に対する支援措置を実施。

NAIF からの主な説明内容

alic
から
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　今号では、「令和２年度 食料・農業・農村白書」につ
いて、農林水産省大臣官房広報評価課情報分析室にご寄
稿いただきました。日本国内では、新型コロナウイルス
感染症の拡大に伴う外出自粛のため、家庭内消費が増加
したり、外食用に販売予定だった食品をフードバンクで
利用したりするなどの動きが見られます。「海外情報」で
取り上げたブラジルや「alic から」でご紹介した台湾に
おいても、農業や食料消費への影響が見受けられます。
alic は、引き続き国内外の情勢について、情報収集・発
信に努めてまいります。
　「業務関連情報」では、乳製品輸入・売渡業務をご紹介
しました。おうち時間にお菓子づくりを始められた方も
いらっしゃるかと思います。alic は、皆様の元に農畜産
物が安定的に届くよう、引き続き業務を行ってまいります。

ご感想ご意見をお待ちしています！
　今月の広報誌「alic」のご感想や今後取り上げたらよい
と思われるテーマなどに関するご意見について、ぜひお
聞かせください。下記リンクよりご回答いただけます。
　広報誌「alic」アンケートフォーム｜農畜産業振興機構

編集部から

次号は2021年9月1日発行です。
掲載予定
〇トップインタビュー「日本のレシピで世界に挑戦」
〇  alic から「パネルの貸出しについて～砂糖・で
ん粉編～」

〇 まめ知識「琥珀糖を作ろう～宝石のような砂糖
菓子～」

※タイトルなどを変更する可能性がありますので、ご了承ください。

原則毎月10日（砂糖類・でん粉）
と25日（畜産、野菜）の配信です。
詳細はこちらをご覧ください。

情報誌のメールマガジンに広告を掲載してみませんか？
セミナーのご案内など貴社のPRに是非ご活用ください！さい！
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